
　こんにちは、地域おこし協力隊の吉原ゆ
りかです。季節はすっかり秋に変わり、初
物のジャガイモやタマネギ、秋鮭などのお
すそ分けをいただき、秋の恵みを味わう

日々を楽しんでいます。
　９月３0日、カヤックとカヌーで川を下る「モニターツアー」
を行いました。幌延の観光資源の発掘を目的に、ガイドにサ
ロベツ・エコ・ネットワーク職員を招きました。町内外の8
名が参加しました。
　コースは、下沼、浜里両地区をつなぐ音

おとんるい

類橋からサロベツ川に入り、
天塩川に合流して天塩町の天塩河口大橋へ向かう1４km。手つかずの自
然が多く残っているサロベツ川では、時折、カワセミが川縁から現れ、
渡り鳥が頭上を飛んでいくなどふだん見られないたくさんの発見があ
りました。
　中間となる天塩川との合流地点は、海のような白波が立っていました。
反対側の川岸を目指して川を横切る際、大きく船体が上下に揺れるな
どスリリングさも味わえました。
　昼食後、天塩川を下ろうとしましたが、波が高かったため、それま
で漕いできたサロベツ川を戻ることにしました。川下りならぬ“川上り”でしたが、水面は穏やかで、透き通
った秋空の背景に利尻富士を望みながら自然の雄大さを感じつつ、全員が無事ゴールできました。
　後日、参加者と振り返り会を開き、川を活用した観光への取り組みについて検討をしていきます。

●町ホームページ協力隊コーナー「BaseTown」　／　●協力隊Facebook�QRコード
http://www.town.horonobe.hokkaido.jp/www４/
　　　section/kikakuseisaku/le009f000000a 9tp.html
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特
技

　

お
酒
や
料
理
に
つ
い
て
語
る

こ
と
で
す
。
日
本
酒
や
ワ
イ
ン

の
販
売
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
検
討
さ
れ
て
い
る
時
は
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
イ
タ
リ
ア

料
理
店
で
働
い
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
パ
ス
タ
や
ド
リ
ア
、

テ
ィ
ラ
ミ
ス
な
ど
も
作
り
ま
す
。

日
本
蕎
麦
も
好
物
の
一
つ
で
す
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

他
と
は
違
っ
た
切
り
口
で
幌
延

の
魅
力
の
発
信
と
価
値
の
向
上

を
図
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
た

い
で
す
。
温
か
く
見
守
っ
て
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

自
己
紹
介

　

大
川
修
史
と
申
し
ま
す
。
英

国
へ
の
留
学
経
験
も
あ
り
、
前

職
は
英
国
車
・
イ
タ
リ
ア
車
の

販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。
町
民

も
移
住
・
旅
行
者
も
、
そ
し
て

私
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
れ
る
よ
う

な
取
り
組
み
・
施
策
を
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

趣
味

　

１
人
で
３0
カ
国
ほ
ど
旅
行
し

ま
し
た
。
特
に
岬
巡
り
が
好
き
で
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ロ
カ
岬
や
ギ
リ

シ
ャ
の
ス
ニ
オ
ン
岬
に
行
き
ま

し
た
。
北
海
道
で
は
宗
谷
岬
や

納
沙
布
岬
も
訪
れ
て
い
ま
す
。

新しい地域おこし協力隊 大
おお

川
かわ

 修
しゅ

史
うじ

さんを紹介します
　

埼
玉
県
か
ら
来
た
大
川
修

史
さ
ん
が
10
月
１
日
、
新
た

な
「
幌
延
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
と
し
て
任
用
さ
れ
ま

し
た
。
大
川
さ
ん
に
は
主
に

観
光
振
興
の
分
野
で
活
躍
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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